
再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて

〈第1表〉
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて

〈第　2　表〉

期　間
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△GNPt／Jft－、
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IfC．、／△GNPt
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1プ‘／GNPt
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0．175

　　　　　　　　　資料；経済企画庁経済研究所「国民総支出」表
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて　’
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し技れあく下にな　もう極う一基福つ
て術ばる無村社もと設でめと成本千て
も進’こ視氏会のこ備あてし長的年も’

歩ことさの的でろ投る不た論にの’
こをのはれ体間あが資゜明゜争制夢企
の通よ否て系接る’がす確下L約L業個しう定いの資と下日でな村はすをの
別てなでる基本い村本に概氏’る謳拡資産アきわ礎なう氏経指念はこ条歌大
本出プなけにど批の済摘で’の件し政
家係ロいであか判よのしあ設よはう策
的数i　°もるら的う成たる備うどると
なをチ成なドななな長よ゜資なののい
蕩裂麩勢しこ2了至轟髪庭乏寿奮腿考を＄
意上くをその総が方と設氏不をなはる
欲げま規の一体存はつ備は足一も断シ
がよで定影成的在’て投設を日の言ユ’

う特す響長なす成第資備第本でしン
労と殊る力方生る長一率資一経あえぺ
働すな全は程産゜力次は本次済るな1力るもて産式函こを的’の的のかいタ
や個のの出L数の規に極過な成がでi社別で戦係にL批定重め不隆長’あ的会資あ略数おを判す要て足路に当ろ企
的本ろ的をいも的るな高をとと然う業
間家う諸通てとな要隆い判しつ問゜家
接的゜要しはと見因路水断ててわそ活
資な前因て’し解をと準す強隆れこ動
本行節を現労てにたみをる調路なでと
な動で陽わ働把よ．だな維基しとけ’が
ど原私表れ力握れ設し持準てなれ現結
の則た化て’さば備てしをきるば在び
不がちしく社れ’資いて明た決なかつ・
足重がよる会る生本るきら゜定ららけ
に視産うか的べ産ののたかし的な将ら
もさ出とら間き能みでQにかない来れとれ係す’接で力にあはしし要゜にる
つた数るそ資あは限うたよ’因
い゜を一の本る’定うしう設は
て需ノ取総現とと設しかてと備何’

要り体わいい備てQ下し資かそ条上的れつう資把
の件げな方たの本握
まをた生が要で’し
ま間際産間因あ労よのわに函接のる？働う
形なは数的影゜）力と
でい’Lな響し’すはも蓄かも力かなる
社の積らのがしら特
会とiすで全’び殊

村な本L氏かのと
はつ不い’

た足う
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環低そて　と門が昭い人ロア　極正的
が賃のいといに二和てロツンさめ産に打金論るこわお・二急のドテてて出実
破基拠゜うれけ〇五速低にイ’強係現さ盤とすがてる％年に成よノ資力数さ
れをいな’い雇と以増長つミ本ながれ
る崩うわこる用な来加率て1スもドな゜

壊べちこ゜弾つのしに適Lトのマいいせき’で
わしも労い
ばめの働わ’

るは力れ
賃Q’のて金中こ不い＼

の小う足る
上企でを労
昇業あ挺働
にをると力
も場゜し不
とと労て足
づし働’の
いて力い傾
て展のわ向
中開不ゆが
小さ足る’
企れは一「日
業る賃二本
の低金重経
近賃を構済
代金上造で
が労せが’
進働し解よ
め集め消り
ら約’さ基
れ的中れ本
る生小る的
と産企のな
い1業で問う低存は題
わ生続なを
け産のい内
で性基か包
あ1礎としる低条いてQ

賃件うい
資金と問る
本ども題と
集いいで考
約ううあえ
度悪べるら
が循き゜れ
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もそ最主　 と　　　　　　就三体間引
社の大義もい　　②　（1）こ業次系のき
会たののとうく擦　惹　こ構産が賃上
のめ盲長もこてをし起日か造業修金げ
潜に点期とと十伴たす本らなに正格ら
在’は的私に分うがる経
的ハ’・はなにかつこ済
なロ社構’る両らてとの
極ツ会造資゜立”に高大・ドの的本
成ら潜矛ス
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の停独゜不
活滞立ハ均
動理しロ衡
に論てツか
よか外ドら
つらかち’
て脱らの例
規却規一え
制で定長ば
さきさ期’
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る策い人時゜

がわ口的
　必ゆをに
　要る成労
　と「長働
　さ構の力
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　゜盾しを
　高Lても　度を機た
　成自能ら
　長動せす
　政的しか
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金業労す生
体機働る産
系会市゜性
のの場さが
近増にら高
代加おにめ
化はけ’ら
が’るこれ

’進第わのる
め一が過こ
ら次国程と
れ産特にに
る業有およ
と部のいつ
い門変て‘て
うか則若．’
わら性手労
けのが労働
で労解働生
あ働消者産
る力せに性
゜のし対の

　流めす平　出らる準
　をれ需化　誘る要傾
　発゜が向
　せそ拡が
　ざの大進
　る上すめ　を’るら、
　え高これ　な度と’
　い成を大　゜長通企
　こにし業　の伴てと
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　し次列業　て・賃と
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の　 うすを制うよ
もこにる打度点つ
のの作か破的にて
に見用らす条お自
よ解すでる件い律
つにるあなにて的
てよよるら基正に規るう゜ば因当決
制なにす’すにめ
さらななぞる評ら
ればるわれの価れ
る’しちはでさる
と日　”解あれ極
い本少成消るて大
う経く長さかし成
こ済と率れらか長
とのもがる’る率
に成現高に成べが
な長在あち長き日
る能のらが率で本゜

力成れいをあ経
私は長れな高ろ済
は’政ばいめうの’

ま策構と新゜成
下さは造いしそ長
村に構的ういこ能
氏高造矛見雇で力
ら成政盾地用当に
の長策がで機然対一　そ　と　激　あ　会　問　す

二れ両しろを題る
重自立くう増と基
構体しな゜加な底
造にうり何する的L よる

’

故るのな

6もやなごは条　（U）れて一活と（イ）はて
てのがらと→件下’ても五動は新あ可必でてばに二と村困い’才に否労る変
然はは’よ重は氏にる昭以よ定働限的
的なそこっ構みら依゜和上っさ力度な
にいれれて造なの存し三のてれのとも
深とがと積Lそ見した九人’な増いの
めい成は極はう解てが年口或い加うと
らう長全的過とがくつ～増い゜率もみ
れ見率くに剰は’るて四加はし’のなる解を逆こ労し外こ日○率国た（ロ）がす
構が引のの働な生と本年は家が労存べ
造そき立制人か的と経を’政つ働在き
的れ下場度口つなな済一昭策て力すで
矛でげが的とた条うがつ和に’のるあ
盾ある存条いと件う常の三もこ低でる
ぞるよ在件ういに゜に屈五との生あ゜
　o 完折年づ段産うも

全点～い階部うち
雇と四てに門゜ろ
用し○’おかもんをて年（U）けらし’
維’平’る高あご
持昭均㈲経生るの
し和にが済産経よ
う四おどの部済う
る○いの成門がな
条年て程長へ完資
件～は度能の全本
に四二変力移雇の
あ五・化は行用行
る年二せ”を動とで％し（イ）困実に
すはとめは労現も
れ一’らと働しと
ば・これも生たつ’

五れるか産とい
そ％まかく性すて
のとでにとのれ極
成いのかし上ば大
長う水かて昇’成
能水準つ’率そ長
力準をて資にの率
はに維い本よ経が’

低持るのっ済変
ま下すQ投ての化すする日資制成し
まるご本1約長う
すととに技さ能る
ももがお術れ力程
ついでけ革るは度
てわきる新こ’に
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〈第　3　表〉

期　間

昭和26年～30年

30年～34年

平　均

総設備投
資増加率

16．6

26．2

21．4

個人企業設備’

投資増加率

12．0

9．0

10．5

個人企業設備投資

総設備投資

23．1

15．1

19．1

資料；経済企画庁経済研究所「国民総支出」表

業にの価最蓄小長的とと的場らい件に
のお年さ近積資になつも過になるを関
旛宅番弩籍衆歪讐震義に甥存2慮鶏葛
投第加べけ準おてを益他働る考た労本
資三率きるがけ’つ率方人極えち働質の表はで中極る一く格で［］度るは人把
増か’は小め資時り差はiなQこ口握加ら昭な資て本的上を市低不国ののが
率も和い本低集でげも場賃完家関み極
は明三゜のく約あてたに金全な連にめ
逓ら○一設’度れしらおと競らに求て
減か年経備さの’ましけい争びおめ一
的な以済投ら全労つ’るう）にいて面でよ来白資に面働た独独同が銀てい的．
あう’書が他的力の占占一’行’るなり．に五Lか人なので的的の資になかも’

日四にな資引不あ大支基本よにらの
増本・より本き足る企配盤力るよだで加経八れ大の上が゜業のの格資り゜あ
率済％ば幅動げ生しと確上差本もこる
格ので’な員をじた中立にをのまこと
差底あ六増力自てが小をお著集ずに考
が辺っ大加が動賃つ企可いし中資はえ
拡部た都を限的金て業能てく的本→・る
大分と市続らにが’とに資高な集資゜
のをのにけれも上下いし本あ動中本何
傾形こおててた昇村うA集’員のL故向成とけいいらし氏大構約こ体機のな
にすでるるるすたらき造度の制構観ら
あるあ中と・かととのな的の資（を点ば
るとる小いらはしい断価’格本す重が’
Qみ゜資うで限てう層格差力な視完二
こらし本事あらもよを硬を格わし全重
これかの実るな’うも直惹差ちなに構
かるし設は゜いそにつ性起が’け脱造
ら個’備過勿゜れ／’たLす’資れ落成’

人他投少論内が高異にる慢本ばし立
二企方資評’部中成質もと性市なて条
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はつくつなに的長
設とりい帰作間力
備直上て結用接を
資接げもにせ資制
本的る’連し本約
をにと設らめのす
隆規み備なる不る
路定な投つこ足も
とすし資てとがの
はるたのいが強と
見条゜増くで調し
な件し大゜きさて
さとかに下るれ指
なししも村かよ摘
いて’と氏らうさQ

とこづなでとれ
社らのくどあして
会えよ社はるてい
的てう会’Qいる問いな生公社るも
接る考産共会゜の
資かえ能投的労は
本ら方力資間働’

な接にに資構し　うに定に　を資とつ
も資可下の造うさまおで達以可本しの
の本能村拡Lそてでいきし上能にて点
でがに氏大をれ’もてなえかなおいが
あ生すはとク以日な’いなららける注
る産る’いツ上本い高゜い’しるこ目゜

能条こうシに経で度勿零高め設とさ
小力件の政ヨ’済あ成論細度る備’れ
宮をを点策ン社のろ長’な成程投第ね
氏もつに的的会成うはそ企長度資二ば
　　　　　　　　o

　ではのの接力単i
　あ決拡需資のに
小るし張要本不労
宮oてが誘を足働氏小支’発隆は力
は宮配社効路’人
一隆的会果と少口
間太な的にしくの
接郎も間注てと不L 氏の接目認も足
とので資しめ今に
い見は本よる日と
う解なのうこのど
表がい充とととま
現そ゜実しはこら
はの社をた’うな
適代会自Q公→い当表的動さ共二Qな的間的ら投重む

一の業はにがにな
二よを’およ’ら
重う暴一いり近な
構な力方て早代い
造過的で’い化゜L 程には生速投第
をは淘一産度資一
自決汰限性でがに
動しす界の進主高
的てる的平めと成
に下で供準らし長
解村あ給化れての
消氏ろ者をう中過
芝煮窺発桑雀馨
こ定そしら件本通
とすのてすがのし
はる意のと存上て
なよ味中は在層’
いうで小限し部中゜

なは企らて分小
や一A業ないに資は時二のいる集本
り的重適と限中に
構’構正いりしお
造摩造規う’てけ
的擦L模ここ継るな的がをとの続か
不なあ引’こせな
均もるきでとしり
等の明上あ自め急
性で確げる体ら速がは‘なる゜がれ度
貫な変こ
いい容と
てでをに
いあ蒙よ
くろるつ
こうこて
と゜と’
は他はそ
い方否れ

一てな
二い分
重る解
構と現
造し象L てが
のも起
解’ろ
消大う
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて

い融のるあ　よ要こて的に1本　とも
て引「急るこうなごでに適特経小しの
の締後速Qれとこには展合に済宮てで変政退な国ましと指な開し労の氏いは
化策L資際でては摘いすた働供はるな
がと　本収のい’さける生力給’°い
認い　主支議るこれれこ産　能さ
めうす義の論現のたどと方　力き
らコな的赤に在よももに法のはに・
れ1わ発字はのうの’よを配’もなスち展が’日なとこつ利分設述
けを’過日二本政はのて用を備べ
れ辿昭程本つ経策かよ’す適投た
ばっ和に経の済的なう生る正資よ
なた二お済重のなりな産とにのう
らも八いの要成提異実能かしみな
なの年て成な長案つ践力’てに一いで～　’長間パがた的のさそよ綜
とあ’二・国に題タ大様結成らのつ合
しっ九際対が1企式論長に効て的てた年均す考ン業でのをい率拡な
も゜’衡る／慮を中生中実うを大生
→しなは隆に批心産に現ま高し産
成たら’路入判の能はさでめう函
長がび重とれす設力注せもるる数．
論つに圧ならる備が目うなととL争て昭とつれと投拡にるくかはに
L’ 和したてい資大値と社’みも
に戦三てのいうをしすい会或てと
お前二作はな態拡てるう的いいづ
けに年用ない度充い部こ聞はない
る比～しに゜にする分と接労いて
重し三つも第よるこをに資働゜成
要て三つ戦一っこと含な本力例長な’年け後に’てともんるをがえ能
ポこ　てに’支を厳でか充相、ばカ
イの　 き限国え通然いら実対’を
ン圧はたら際らしたるでさ的労とトカ’かれ収れてるこあせに牝働ら
をのいらる支て生事とるる豊力え
形作づでもとい産実を゜と富のよ
成用れあのいる能で認私いで質う
し方もるでうか力あめはつあをと’
て式国゜は制どのるるそたる高す
い’際戦な約う高゜°のよとめる
る或収後い条か度ししすういる゜
こい支に゜件で成たかべなうとし
とはのお日にあ長がして政基かたは強赤け本つるをっ’に策礎’が
い度字るにい゜実て現わを的資つ
うに↓二おて　現’実た組条源て
まつ金回けで　し重はつ織件1日　　　　　　　　　、　　　　　　　　，

と

見
て
い
る

が

の

不
足
を

最
も

重
要
な

路
と

見

て・

公
共
投
資
の

充
実
を
今
日

に

お
け

る

量
局
度
の
政
策
的

課
題
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて

製造業の雇用弾性値
建設業の工業生産弾性値
第三次部門の製造業雇南弾性値

0．466　（0．277）

0．468　（0．389）

1．213　（0．789）

（　）は総理府統計局「労働力調査」をもととして私た

ちが計算したところの昭和29年～34年平均値。下村氏の

値は昭和27年～34年平均（下村治「成長政策の基本問題」）
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて

〈第　4辱表〉

期　 間

第1期

第皿期

第皿期

昭和22年～26年

26年～30年

30年～35年

実質設備投
資増加率囚

3．5％

9．0

23．9

実質消費支
出増加率（B）

10．4％

10．3

7．　0

（A）／（B）

0．34

0．87

3．　41

資料；経済企画庁経済研究所「実質国民支出」

設し　 私設き
備か（1）た備上高
投も　 ち投げ比
資そ設が資る率
がの備さのにの
消倍投ら増当’
費率資に加っそ
需はの資のてし
要国平料速決て
と際均に度定ま
の的増よが的た
関に加つ・いな高
連も率てか役い
に高の確に割速
おい消め飛を度
いも費う躍果で
ての需る的し増
はと要若なた加’

なの干もこし
極つ平ののとつ
めて均事ではつ
てい増実あ’け
不る加をるすた
均（率示かで民
等第にしとに間
な四対てい指設
伸表すおう摘備
び及るこ事し投
方び倍う実た資
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表後製
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判いに
明まお
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて

〈第6表〉 （％） 〈第5表〉

年　度

昭和30年

31年

32年

33年

34年

35年

平均網率1設轍資平蝋加率

74．7

79．7

80．1

70．3

79．7

85．5

A

8．7

2．8

0．4

9．5

9．3

B

2．0

52．1

23．3

6．9

27．9

31．0

日 本

西　ド　イ　ツ

イ　タ　リ　ー

フ　ラ　ン　ス

イ　ギ　リ　ス

ア　メ　リ　カ

カ　　ナ　　ダ

　2．72
※2・68

※1．43

2．19

※1・94

※1・56

0．54

0．56

　平均稼動率ならびに設備投資平均増加率（A）

は，「経済白書」550頁から作成。

　設備投資増加率は四半期毎の2期移動平均値

をそれぞれの年度について平均したものであ
る。設備投資増加率（B＞は，経済企画庁「実質国

民文出」にもとついたものであるo
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　　　　　　　再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて

円とと昭額は界の　うのとな万の　ス） 下こ和はし正結資仮はしい人利こに
に落ろ二’な常果本説’てとの用のな
達す産七前い利拡主こ資処い一度よる
する出年年゜潤大義そ本理つ精か’う程
ると係～度例率せ社’主さた神らにの
もい数三のえがし会ま義れよ的あ’影
のうを六設ば実めにさ体うう昂る消響
と見一年備下現らおに制るな揚程費は
し通と平投村されけ現にと議と度需現
てしす均資氏れるる代おい論革独要わ
いをれをにはる生投成いうに新立’れ
るつば一純’べ産資長て立’Lしあな゜け’・投謬き能は理は場私のてるか
設な昭○資認で力’論いもた成’いつ
備が和二率矧あがいに1う認ち果投はた投　ら　三　（　　’臆　る　正・わ　お　ま　め　は　と　資　そ　゜

資も五たな営と常・ゆけでが同みのれ
の’年だら慧い価るるもた調るたに
下そはしび（う格・資最ないすべめ政

直力六智出臨でつ・的ウ社でとあ資常
性年五二係営あて・均イ会あはつと支
が平と五数盤る’　　　　　　　　衡1主るでてい出支均な年一く°市条ク義゜き’うを
配のるをを餅現場件・体何なあ形加
的設×一乗鰍代ににポ制故いるをえ
で備そ・じ黙成およイのな゜特とた
あ投し一たご長いつンもらま定つも
つ資て七も臨理ててトと’たのての
た水昭’　　　　の書論吸規をで全は一続よ

の三七年るそこれれてり条れ函れ遙数・年を）しのるるいえ件は数てか
字八～一をてよべQるなか現Lいにに八三と（’うきそかいら代をる高こ兆九推名そなでのらこ独成設設い
だ円年定目れ条あ資でと立長定備増
わ（平し的ぞ件る本あでし論す投加
る昭均た）れをと家るあてのる資率
必和で上限の積い的゜るいいこをで要三はで界年極う均
は五’で需度的こ衡
奈箋義鷺箆星髪ζ麟
が績がが率産慮いと’

は○”と能しわは
そ約・実規力よば’
れ三六際定増う’投
に兆七のし加と限資
　　　　、

しるわと．”
1投ゆに日さ独資る満本ら
立な「足国に
投ど独す民’
資と立べ九生
Lい投き四産とう資で○能
いもLは○力
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再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて

れ本発反格謬　し本よるて全投信れし
に家生応か講資た経つないく資をるては的にがら畑本゜済てらる問は抱とも
一均伴’の臨家とは’ばよ題維きいこ
独衡っそ背曽的こ超日’うと持’うこ
占条ての離慧均ろ過本物にしささので度件労い’川衡が供経価見てれらで想L を働ず或曲条’給済のえいる⑤にあ定
を満分れい渦件い経は騰てなL）rれさ基足配のは自はま済安貴ないと自ばれ
本さ率形生叢’やに全はら゜述由’て
的せがを産×さあ移軌押な私べ化何いなる引と能隠きる行道さいたて』かる
規たきる力ffに一しをえ゜ちいと特よ
定め下か利訓も定つ走ら限かるい別う要にげは用聴示のつりれ界らだうのな
因はら’度言し供あうる需すけ独理規
と’れすのゆた給るるし給れで立由模す適・なぐそとよ余かと’比ばあ要がでる　正・い　れ　の　い　う　力　ら　考　さ　率　’　っ　因　な　供

下利・限て適うにを’えらが下てがけ給
限潤・り競正条’保有らに低村’作れ余
と率・’争率件臣有効れ輸下氏ご用ば力
いそ・利形かが蒜．し需て出しはのしなが
　　　　　　　　　　　’限よてら発うの・潤態ら考強う要いド
もも・率にの慮叢るのるラ余界ういな生
のの・は依背に×状流かイ剰需なるいす
がが・低存反入餅態れらブ生給投かはる
存下・下すとれ鰍こをにが産比資らずに
在落・するいら謙そ拡他か能率行’でも
すし・る゜うれご’大なか力を動限あか
るな・°し形る赫安すらりが引が界るか゜

け・こかをな曽定るな国発き’供゜わ
これ・のしとらゆ成よい際生下資給しら
こぼ・よそっばll長うQ収しげ本比かず
にな・うのて’謬のなか支うる家率し’
おら・ない現需謡条積ねのるた的が’高
いな・条ずわ給矧件極て一程め均低下水
てい・件れれの臨で政下天度に衡下村準’

のののて不言あ策村井に’条し氏の
設でも場く均盛るを氏L設高件たは設備あと合る衡でと展はが備水をと「備
投るにに゜はあみ開’引投準満し企投資゜おお不’らなす昭き資の足て業’資
のしけい均現わしべ和上が設さもがが限かるて衡実さてき三げ高備せ’未’
度し設もに価れいで○ら水投る高来継
がな備’対格るるあ年れ準資か水に続
劃が投不すの゜のる以るにをど準対せ
さら資均る正さでと来こ保期うのしし
れ’が衡企常らあ（主’とた待か設てめ
るそ資の業価にるε張日にれしを備確ら
　　　　　　、　　o

43



再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて

投な来係
資投的を
増資な’
加行不寡
率動定占
のが性的
消’の競
費適反争
需正映を
要利で貫
増潤もい
加率あて
率のるい
に独しる
対占’必
す的そ然
る下のの
倍方原論
率限因理
を界とと
引にもし
きよなて
上つると
げてとら’

支見え
消えなよ
費らしう
支れたと
出てのし
の労でた
o働あ゜　分るい篭

　配Qわに率しば
おをか’
い引も投
てき市資
占下場の
めげのた
るる占め
比力拠の
率を率投
をもを資

ち高は　府以はに家た市格れるが　 こ
’

め’私競上限十の価場ののた問とと
そる寡は争にら分投格の上部め題こに
のた占こな’なな資のシ昇門にとろな
こめ的ののあいも行引工にののなでる
との競よでるかの動きアよ全みろ’Qが積争うあいらでに下1って投うそ労設極になるはでは対げをての資゜れ働
備的本関゜そあなしや狭吸企を企ぞ分

れるいて’め収業行業れ配
に゜°極多るさがうはの率
先企一め額とれ一と過企がが業完てのいう致い去業低
け間全有広うるしうにに下
ての独利告結余てのおとす
生競占に費果地そでけっれ
産争L作のがものあるてば能がの用支も存よれ売は’
力’想す出た在うば上’そ
をこ定るならすな’高資れ
増ののこどさる投その本に
加関もとをれで資の増家応
さ連とは必’あ行企加的じ馨籍漂建？・8，含撃誇護祷’9

よい’でしもQと投備をのうてこき’一しる資資満限
設重のな著度かの行本足度
備要よいし失しで動のせが
投なう゜くわ’あは不し引
資環なし困れそれ極足めき
をを場か難たうばめをる上
企形合しな市で’ても生げ
業成になも場な超消た産ら
相すおがの領い過極ら能れ
互るいらと域場需的し力る
にもて’なを合要なたのと
強のもこるとににも場拡い
制と生れ゜りはもの合張う
し思産だ有返’ととに量こ
合わ能け効す生つい限はと
うれ力で需こ産くわつどは
のるのは要と能生ざてのい
が゜増投のは力産る’程う’

有加資増’が能をそ度ま
資効がを加か不力えのので
本需決決趨な足．のな不もも
家要意意勢りす不い足のな
的のさせが思る足゜分でい
な増れし’い企はそをあ゜
無加るめ企切業’れ埋る
政率とる業つは価ぞめか
　　　　　　、 44



再び日本経済の成長と「成長論争」に寄せて
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0．5
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5．02

資料；「経済白書」289頁
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